平成24年第３回奥多摩町議会定例会決算特別委員会会議録
１　平成24年９月19日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会決算特別委員会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君
　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

平成24年第３回奥多摩町議会定例会
決算特別委員会議事日程[第２日]
平成２４年 ９月１９日
午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	委員長開議宣告
	――

	２
	認定第１号
	平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定
すべきもの

	３
	認定第２号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定

すべきもの

	４
	認定第３号
	平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定

すべきもの

	５
	認定第４号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定

すべきもの

	６
	認定第５号
	平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定

すべきもの

	７
	認定第６号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定

すべきもの

	８
	認定第７号
	平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	原案を認定

すべきもの

	９
	認定第８号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について
	原案を認定

すべきもの


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前10時39分閉会）
　午前10時00分　開議

○委員長（杉村　良一君）　皆さん、おはようございます。

これより決算特別委員会を再開します。直ちに会議を開きます。

　本日は、昨日の９月18日に引き続き、認定第１号　平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定についての質疑を行います。

　初めに、昨日の７番師岡伸公委員の、救急医療情報キットの配布に関する質疑の答弁から行います。福祉保健課長。

○福祉保健課長（清水　信行君）　それでは、７番師岡委員の歳出、民生費・衛生費に関するご質問のうちの１点目、事務報告書202ページ、「救急医療情報キットの申請者のうち140名が支給不要の申し出があるが、その理由は」とのご質問についてお答申し上げます。

　この救急医療情報キットは、65歳以上の高齢者のみの世帯351世帯713名の方を対象に、申請に基づき支給したものでございますが、申請者のうち140名の皆様については支給不要の申し出があったもので、その理由につきましては、世帯分離等で住民票上は高齢者のみなんですけれども、実際にはほかに同居人がいる方、ご本人が健康で既往症等の心配がないという申し出があったものでございます。

　この事務報告書の記載の仕方にちょっとわかりづらい点がございまして、申し訳ございません。この申請者は、対象の方にお送りした申請書で何らかの反応をしていただいた方で、正確に申し上げますと、申請をされた方が358名、申請書に上記の理由で不要と申し出があった方が140名ということでございます。来年度の記載につきまして、よりわかりやすい表記にしたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。

　また、同じく師岡委員からのご質問で、お答え申し上げました事務報告書175ページのファミリー・サポート・センター事業の利用実績について、若干補足をさせていただきたいと存じます。

　平成23年度におきまして、昨日もお答え申し上げましたとおり、制度の周知と普及の目的で、町に住所がありまして、満１歳から小学４年生までの対象児童約160名に申請書をお送りし、申請され、認定された79世帯133名に、子ども１人につきまして7,000円の利用券を助成いたしました。しかし、実際にファミリー・サポート・センター事業を利用する場合には会員登録が必要となりますので、会員となりまして利用された方が29名ということでございます。

　現在、対象の子どもさんがいる利用会員が29名、子どもさんはいらっしゃらないんですけれども、子どもを預かることができる協力会員が40名、子どもがいて預けることができるし、預かることもできるという両方会員といいますか、この方が35名の計104名の会員さんで相互に協力しながら地域で子育てをしているという状況でございます。

　このファミリー・サポート・センター事業につきましては、本来、保護者が看護すべきところ、何らかの事情により看護できない場合に利用する制度ですので、いってみると生命保険のような形で、万一に備えて申請をし、認定を受けている方もいらっしゃるということでございます。ですので、利用実績が少ないということよりも、むしろ奥多摩町の場合には、ご家庭で誰かしら看護する方がいらっしゃるという状態ではないかということでございます。

　そのため、利用する方の多くは、町外から引っ越しをされて町内に親族等がいらっしゃらない方が多く利用されているという現状でございます。

　いずれにいたしましても、このファミリー・サポート・センター事業につきましては、家族形態の変化等から今後、利用される方が増えることも予想されますので、一層充実していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

　以上です。

○委員長（杉村　良一君）　次に、歳出の款の９消防費、款の10教育費、款の11災害復旧費、款の12公債費、款の13諸支出金、款の14予備費について質疑を行います。

　質疑のある委員は挙手願います。９番須崎　眞委員。

○９番（須崎　　眞君）　それでは、教育費についてお尋ねしたいんですけれど、111ページでございます。基礎学力を育む学校づくりの交付金についてなんですけれど、基礎学力というのは教育の中で大変重要なことと思います。どのような取り組み、また内容についてお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

○委員長（杉村　良一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは、９番須崎　眞委員のご質問にお答えいたします。

　基礎学力を育む学校づくりということで、この事業につきましては、各学校へ60万円の交付金を交付いたしまして、各学校の中でそれぞれ学校によって算数が弱い、国語が弱いですとかいろいろな特徴がございますので、それに基づいて各学校で対応を図っていただいているところですけれども、一番多い例が、国語ですと漢字検定、あるいは数学検定等、そういう一番最初の基礎の９級から始めてそういう部分でだんだん学力をつけさせていこうということで、１年生から６年生でそのような取り組みをしている部分と、あとそれぞれ学校によっては、計算タイムというようなことで、算数の授業の初めに５分間繰り返し学習をするというようなことで、児童の基礎計算能力の伸びをみているというような部分でございます。

中学校になりますと、今度英語が出てまいりまして、小学校で５年生、６年生で英語の授業も始まっているわけでございますけれども、今度、中学生になりますと英語も出てくるというようなことで、その基礎的な部分からのやはり英語検定等で実施をするということ。また、各学校で朝読書ということで本を読んで、やはり目で見てそういう日本語の、国語力をつけようということで、朝読書の学習ということで、それらに使用します、例えば本ですとか子ども新聞等も取っている学校もございまして、そのような形で対応をしております。

また、基礎学力、これの部分で今、体力向上もちょっと東京都の児童・生徒、体力が全国に比べると大分低いというようなこともございまして、スポーツテスト等に使用する道具等もそこからとって、学力また体力の部分からもそのような力をつけさせる取り組みを各学校でやっているところでございます。

○委員長（杉村　良一君）　そのほかに質疑ございませんか。８番酒井正利委員。

○８番（酒井　正利君）　消防費で伺いたいんですけれども、103ページ、消防団費の需要費の燃料費と食糧費、これはかかった費用だと思うんですけれども、今後いざという時に、この消防団でも備蓄が必要ではないかと思うんですけれども、その辺の考え方をお伺いしたいと思います。

○委員長（杉村　良一君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、８番酒井正利委員のご質問にお答えします。

消防団費の需要費の中の燃料費でございますが、こちらは消防団のポンプ車、積載車等の燃料費です。そして、食糧費につきましては、実際の火災現場等に出た時の夕食等の賄いでございます。

それで、燃料につきましては、なかなか各分団で取っておくには危険物でありますので、なかなか難しいということで、分団長会議の中でも話が出まして、その時に大きな災害が起きた時に消防署に燃料が確保してあるので、緊急の際には消防署でその燃料も分けていただけるというお約束をいただいております。

また、食糧費につきましても、緊急用には買い出しで賄っておりますが、いざとなりましたら、防災倉庫等から備蓄してある非常食等も利用して対応するのかなというふうに考えております。

燃料につきましては、各燃料会社、町内にあります燃料会社と協定の方を、ただいま締結に向けて準備をしてございますので、そちらの方でも緊急の際には使えるという形になっておりますのでよろしくお願いいたします。

○委員長（杉村　良一君）　そのほかに質疑ございますか。７番師岡伸公委員。

○7番（師岡　伸公君）　私、２点お願いします。

　私も103ページの消防団費の消防団の報酬の件で１点、それから123ページの水と緑のふれいあい館の事業につきまして、以上２点、ちょっと質問をさせていただきます。

　まず、消防団の報酬ということなんですけれども、町長からもいろんな形で財源というお話をいただいております。町村によっては、なかなか団員の報酬について満足な額を出せないところもありますし、若干市町村によってこの数字というのは多分ばらばらではないかなというふうに思いますが、いざ災害があれば、地域を越えて応援をしたり、それからまた、奥多摩の場合には町外に出ても地元に戻って活動をしていただいていると、こういうふうないろんな状況をかんがみて、今後、例えば西多摩ですとか、そいうふうな広域の中でこういう消防団に対するいろんな考え方を展開していく要素があるのかどうか、そんなこともちょっとお聞きしたいなというふうに思います。

　それから、123ページの水と緑のふれいあい館の事業で奥多摩の歴史、風土、観光、いろんな形である意味ここが拠点となっていろんな情報を発信しているのかなと。こういう委託された成果の内容ですとかそういうものを見ますと、私はそういうふうに解釈をするんですけれども、余談ですが、私どもの緑水会という会派の名前も、この水と緑から取らせていただいたといっても過言ではないほど、奥多摩の水と緑の私は象徴だというふうに思います。

　山のふるさと村や都民の森、受託事業ですが、こういうものと合わせて考えても、これからやはりこういうふうな３つの拠点をアピールして、やはりいろんな意味で集客に今後努めていくんだろうなというふうなことを考えますと、山ふるの事務報告書にもありますが、やはりホームページを活用してどれだけアピールするかということがこれから肝要なのかなというふうに私は感じますが、今後、トップページにダイレクトに水と緑のふれいあい館ですとか、奥多摩の象徴となるようなものがあったらいいのかなというふうに感じるんですが、その辺はどういうふうにお考えでしょうか。よろしくお願いします。

○委員長（杉村　良一君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、７番師岡委員のご質問にお答えさせていただきます。

　消防団員の報酬につきましては、各町村でそれぞれ決まっておりまして、財政力によりますが、なかなか統一ができないのが現状でございます。

　そういう中で他市町村との連携でございますが、西多摩地区消防団連絡協議会を中心とした西多摩８市町村の中で、消防団の相互応援協定というのを結んでございます。こちらにつきましては、応援要請があった時に出動するという約束をしたものでございます。

　そういうところから、奥多摩町っでは旧来から青梅、または檜原と個別に結んでいた協定をその時点で１回解消いたしました。しかしながら、緊急時に隣接する市町村とは要請がなくても出られることが一番正しいだろうということで、新たに青梅市とは、青梅市・奥多摩町消防団の応援協定、檜原村とも相互の応援協定、また、丹波・小菅とは３カ町村消防団の応援協定という形で、相手から要請がなくても近くであれば出動するというような体制を組んでおります。

　また、ここで広域行政圏からアンケート等が来ておりまして、西多摩の緊急時の災害があった時の対応についての協議をこれからしようということで、アンケートの中では旧来からある応援協定を基に、これから中身を詰めていく必要があるかなというふうに考えております。

　以上でございます。

○委員長（杉村　良一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　７番師岡伸公委員の水と緑のふれいあい館のホームページとＰＲについてということでお答え申し上げます。

　ふれあい館につきましては、東京都水道局と町の共同でということで建設をいたしまして、町の自然や文化、また歴史や伝統を伝えるということと、水の大切さを伝えるというようなことで運営している館でございまして、館のＰＲ、また水道のＰＲということで年に数回、先日も町の小河内地区の郷土芸能ということで水源地郷土芸能フェスティバル、あるいは春秋にはミニコンサート、また昨年から川野の車人形のイベント等、ふれあい館の中でもいろいろ工夫をしながらＰＲに努めているところでございます。

　ただ、委員言われたように、ホームページの活用ということで、若干ホームページが最初見た時のホームページのインパクトといいますか、そういうのは確かにないという部分がございます。ホームページ等についても東京都と今共同で運営している部分がございますので、そのＰＲという部分等も含めて、また見やすく、またＰＲしやすいようなものに変えていきたいと思っております。

　中の施設についても10年以上たって陳腐化によって今の時代にマッチしないといいますか、古いものになってしまったという関係で、そういう部分も新しく変えておりますので、それに伴ってホームページ等も検討しながら見やすいものに変えていきたいというふうに考えますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（杉村　良一君）　ほかに質疑はありませんか。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　３点お願いします。

　１点目は、消防費の中の防災費105ページ、お願いします。105ページの防災費の報酬のところですね。防災会議委員の報酬ということで、不用額が31万2,000円、約９割不用額ということで明記されています。何か理由があるんだと思うので、ちょっと説明をお願いしたいと思います。

　それから、２点目は教育費です。122ページと127ページ、両方をお開けください。青少年対策事業費の中の負担金・補助及び交付金ということで、体育協会補助金が45万円、122ページですね、明記されています。それから、127ページの方は、こちらは項目がちょっとまた違うと思います。保健体育総務費ですか、これもやはり負担金・補助及び交付金で、この中でも町体育協会補助金、こちら80万円ということで、内容が多分違うと思うので、その説明をひとつお願いしたいと思います。

　それから、もう１点は、126ページ、ちょっと戻ってください。126ページのやはり保健体育総務費の報酬でスポーツ推進委員の報酬70万2,000円ということで、今年も同じ額が計上されています。自分もスポーツ推進委員やっていたんですけれども、非常に出ることが多いんですね。それと体育協会の方の事業に協力依頼というのも結構多くて、結構大変な、しかも町の青少年も含めて体育の振興だとか、健康だとか、地域活性化とか、いろんな面で重要な委員会だと自分も思っています。今後ますます重要視さると思うので、こちらの方は答弁は結構なんですけれども、是非どこかで捻出できれば、ひとつ報酬の方のアップというのもちょっと頭に置いておいてほしいなと思います。

　以上、３点です。

○委員長（杉村　良一君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、３番高橋委員からの、防災会議委員報酬の報酬の欄に不用額が多いというお話がございました。現在、ここで取らせていただきましたのが防災会議委員の18名分の報酬、それから、消防団員等の公務災害支給審査委員会の４名の報酬、国民保護協議会委員の18名の報酬等を取らせていただいております。この中で開かれたのが防災会議の委員会の１回だけであったということで、その他を不用とさせていただきました。

　以上でございます。

○委員長（杉村　良一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　３番高橋委員のご質問にお答えいたします。

　まず、１点目の体育協会補助金の関係でございますけれども、122ページにございます体育協会補助金、これにつきましては、剣道、柔道、あるいは少林寺拳法等で青少年健全育成のために青少年の指導をいただいております。その部分に対する補助金でございます。少年スポーツ連盟の補助金につきましては、その下にもございますけれども、少年野球、少年サッカー、ジュニアバレー等の補助金も、別枠ですけれども、この負担金・補助及び交付金の中で支出をさせていただいております。

　また、127ページの体育協会補助金、これにつきましては純粋に体育協会、所属団体が10団体でございますけれども、その体育協会に対する補助金ということでございます。

　また、２点目のスポーツ推進委員の報酬ということで、確かにスポーツ推進委員、ご自分たちの健康体力づくり以外にも体育協会の事業等もかなりの部分で、例えば町民体育祭、あるいは来月予定しております歩く大会等につきましてもお願いして、かなりの部分で一緒になって協力いただいているということでございます。現在、月額6,500円ということでございますけれども、これは非常勤の特別職という部分でそれらの報酬審議会等も経なければなりませんけれども、今言われたようなことも念頭に置きながら、また担当の方とも話をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（杉村　良一君）　ほかに質疑はありませんか。２番宮野　亨委員。

○２番（宮野　　亨君）　１点、122ページの右一番下なんですが、ちょっとここのところ、民家型模型修復等の工事について、115万5,000円かかったことにつきまして、これちょっと場所というか、どこのところを直したのかお聞かせいただければと思います。よろしくお願いします。

○委員長（杉村　良一君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　122ページ、民家模型修復等工事ということでございますけれども、この民家模型につきましては、今、水と緑のふれいあい館がございますけれども、その建設以前に郷土資料館の中に山村民具や生活用具等を展示しておりましたけれども、それだけでは当時の様子を伝えることが弱いという声があって、ミニチュアの民家模型をつくり、それらと合わせて公開をしていたところでございますけれども、郷土資料館を取り壊して水と緑のふれいあい館を建設するにあたりまして、その新しい施設の中にはこの模型、これ大きさが３メートル掛ける５メートル、高さも３メートルということで非常に大きいものでございまして、それを展示するスペースがないということで、山のふるさと村のクラフトセンターの方に一時展示をしておりました。

ただ、そのクラフトセンターについても改修をするというようなことから、その撤去を求められまして、いろいろ移設等について検討をしていたわけでございますけれども、現在、水根の旧奥平邸青目立不動尊休み処、こちらに今、古い小河内の国の指定になっております山村用具等を一角に展示をしているところでございます。その一角にやはりこの民家模型を移し、ご覧になっていただくことがまた当時の生活も見られるのではないかということで、山のふるさと村から青目立不動尊の方に移設をした部分でございます。

　本体工事につきましては、平成22年の方で工事をしたんですけれども、設置した場所で横の倉等からの雨が降った時等の水の流れ等によって若干修繕が必要になったと、修理等が必要になったということで、その近辺、隣接する建物等の改修工事をこの平成23年度の115万5,000円で行ったということでございます。

○委員長（杉村　良一君）　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で款の９消防費、以下、款の14予備費までの質疑を終結します。

　以上で、認定第１号の歳出の質疑を終結します。

　以上で、認定第１号の歳入歳出項目別のすべての質疑を終結します。

　これより認定第１号の総括質疑を行います。総括質疑はありませんか。石田芳英委員。

○1番（石田　芳英君）　総括質疑ということで、134ページでございますけれども、出資による権利ということで出資先の一覧が12先書いてありますけれども、この相手先の、例えば出資状況とか財政状況などの検討はされていらっしゃるか、ちょっとお伺いいたします。

○委員長（杉村　良一君）　副町長。

○副町長（加藤　一美君）　石田委員から総括質疑ということで１点賜りました。

　この134ページにございます出資による権利ですけれども、ここに一覧になってございますけれども、それぞれの団体の設立時と各種団体でそれぞれの負担によって出資をしているものでございまして、それぞれの団体はそれぞれに総会や決算を行っておりまして、その都度チェックをしてございますので、ご理解を賜りたいというふうに存じます。

○委員長（杉村　良一君）　そのほかに総括質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第１号の総括質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第２　認定第１号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第１号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第３　認定第２号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

　質疑のある委員は挙手願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第２号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第３　認定第２号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第２号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第４　認定第３号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

　質疑のある委員は挙手願います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第３号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第４　認定第３号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第３号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第５　認定第４号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

　質疑のある委員は挙手願います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第４号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第５　認定第４号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第４号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第６　認定第５号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第５号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第６　認定第５号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第５号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第７　認定第６号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第６号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第７　認定第６号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第６号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第８　認定第７号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についての質疑を、歳入歳出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第７号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第８　認定第７号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第７号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　次に、日程第９　認定第８号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定についての質疑を、収入支出一括で行います。

質疑のある委員は挙手願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（杉村　良一君）　質疑なしと認めます。以上で、認定第８号の質疑を終結します。

　これより採決します。

　日程第９　認定第８号について、原案のとおり認定することに賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（杉村　良一君）　起立多数であります。よって、認定第８号は原案のとおり認定すべきものと決定しました。

　以上で本特別委員会に付託された認定議案の審査はすべて終了しました。

　これをもって決算特別委員会を閉会します。長時間にわたり大変ご苦労さまでございました。ありがとうございました。

午前10時39分　閉会

奥多摩町議会委員会条例第26条の規定によりここに署名する。

　　決算特別委員会委員長
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